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水と衛生月間 リソースのご案内 

（Water, Sanitation and Hygiene Month） 

 

< RIページ >＊タイトルにリンクが設定されていますのでクリックしてリンク先ご参照下さい。 

➢ 水と衛生 

安全な水と衛生設備の利用は、すべての人がもつべき権利。なのに、汚染水で病気になる人や命を落とす人が後を絶ちま

せん。未来を担うはずの子どもたちは、水汲みなどの労働によって学校に通えず、つらい境遇を強いられています。  

 

➢ 奉仕プロジェクトセンター  

奉仕プロジェクトセンター（旧ロータリーショーケース）では、ロータリークラブや地区が実施した様々な活動や計画中のプ

ロジェクトの情報を掲載・閲覧することができます。 

 

➢ ロータリー行動グループ 

ロータリー行動グループは、クラブが地域社会を強化するための持続可能かつ効果的な奉仕プロジェクトを立案するのを

支援します。プロジェクトの計画と実施に関してクラブに助言を与え、パートナーや資金、リソースを探す手助けをしてくれ

ます。 

 

➢ パートナー 

より効果的で持続可能性の高いプロジェクトを計画するため、ロータリーのパートナーとクラブが協力することができま

す。このページではロータリーのパートナーとなっている団体を紹介しています。 

 

＜ ラーニングセンター >  

本月間に関連するコースもございますので、詳細はラーニングセンターコース一覧をご確認ください。 

 
< 各種資料 > 印刷物の販売、取り扱いは終了となっておりますので、電子ファイルをご活用ください。 

➢ ロータリーの重点分野 

各重点分野のプロジェクト計画に関するヒントをご紹介しております。 

 

      当分野でのグローバル補助金プロジェクトをお考えの方へ 

≫ 重点分野の基本方針 

≫「水と衛生」グローバル補助金 授与のガイドライン 

 

  

https://www.rotary.org/ja/our-causes/providing-clean-water
https://spc.rotary.org/
https://spc.rotary.org/
https://my.rotary.org/ja/take-action/empower-leaders/rotary-action-groups
https://my.rotary.org/ja/take-action/empower-leaders/rotary-action-groups
https://my.rotary.org/ja/learning-reference/about-rotary/partners
https://my.rotary.org/ja/learning-reference/about-rotary/partners
https://my-cms.rotary.org/ja/document/learning-center-course-catalog
https://my-cms.rotary.org/ja/document/rotarys-areas-focus
https://my-cms.rotary.org/ja/document/rotarys-areas-focus
https://my.rotary.org/ja/document/areas-focus-policy-statements
https://my.rotary.org/ja/document/water-and-sanitation-guidelines-global-grant-funding
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< ウェブ特集記事 > 

➢ 安全な水を世界に届けたい 

私たち秦野中ロータリークラブが活動する神奈川県秦野市は、名水の里とも言われる山に囲まれた自然豊かな町です。

潤沢で美味しい水があふれ、その恩恵を受けて今を生きています。こうした私たちだからこそ水の大切さを改めて認識で

き、「安全な水を届けること」をミッションに掲げて活動しています。 

（2025年 1月、ロータリーボイスより） 

 

➢ Partners for Water Access and Better Harvests in India（インドにおける水へのアクセスとより

良い収穫のためのパートナー） 

持続可能な農業と水管理の実践を通じて、インドの 4州にわたって 6万人以上の農民の生活を改善することを目的とし

た、証拠に基づく 5年間のプログラムです。農民は、点滴灌漑、層別作付け、果樹栽培など、レジリエンス（回復力）のあ

る農業の知識とスキルを習得します。また、砂防ダムや溜池などの雨水利用システムによって農業用の地下水を 40％増

やし、作物の収量と生産性の向上に取り組みます。 

    結果 インドにおける水へのアクセスとより良い収穫のためのパートナー 変革理論 

 

➢ 安全な水をめざしてグローバルパートナーシップの夢を実現 

ロータリーと国連環境計画（UNEP）は今年、UNEPの技術的な専門知識を借りてロータリー会員が地元の淡水資源の

保護・回復・維持に取り組むことを可能にする合同イニシアチブの発足を発表しました。   

（202４年 9月、ニュース・特集記事ページより） 

 

➢ 井戸の価値 

ムセキワとムシャキの住民に限らず、ジンバブエでは水を当たり前にあるものとして使う人はいません。首都ハラレから約

160キロに位置するこの二つの村は、水不足による大きな影響を受けています。つい最近まで、多くの住民は毎日 5キ

ロ以上歩いて水を汲みに行っていました。   

（202４年 3月、ニュース・特集記事ページより） 

 

➢ 水の科学を人助けに役立てるエンジニア 

ベネズエラの首都カラカスで育ったイシス・メヒアスさんは、都会に住んでいながら自分や近所の人たちが定期的に水を

利用できないこと、また、水が利用できてもそれが原因で下痢やほかの病気になる人がいることが納得できませんでし

た。   

（202４年 3月、ニュース・特集記事ページより） 

 

➢ 水路に焦点を置いた、ロータリーと国連のパートナーシップ 

Community Action for Fresh Water（淡水のための地域活動）と名付けられたこのプログラムでは、クラブが河川

清掃の日を設け、健全な水路の重要性について地域社会の認識を高め、基本的な水質検査を実施し、その結果を報告

することを奨励します。   

（202４年１月、ニュース・特集記事ページより） 

関連リンク：淡水保全のためのコミュニティアクション -- よくある質問 - Rotary and UNEP 

 

https://rotaryblogja.org/2025/01/08/%e5%ae%89%e5%85%a8%e3%81%aa%e6%b0%b4%e3%82%92%e4%b8%96%e7%95%8c%e3%81%ab%e5%b1%8a%e3%81%91%e3%81%9f%e3%81%84/#more-11831
https://my-cms.rotary.org/ja/document/2024-programs-of-scale-grant-recipient-partners-for-water-access-and-better-harvests-india
https://my-cms.rotary.org/ja/document/2024-programs-of-scale-grant-recipient-partners-for-water-access-and-better-harvests-india
https://my-cms.rotary.org/ja/document/programs-of-scale-partners-for-water-access-and-better-harvests-in-india-theory-of-change
https://www.rotary.org/ja/global-partnership-dream-come-true-clean-water-advocate-0
https://www.unep.org/
https://www.rotary.org/ja/value-well
https://www.rotary.org/ja/engineer-follows-science-water
https://www.rotary.org/ja/rotary-partnership-united-nations-puts-focus-waterways
https://www.rotary.org/ja/rotary-unep-partnership
https://my-cms.rotary.org/ja/document/community-action-for-fresh-water-frequently-asked-questions-rotary-and-unep
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➢ 大胆な活動が南アフリカの学校を変える 

パートナーシップの構築には時間がかかることもありますが、その成果は目を見張るものがあります。南アフリカと米国の

二つのロータリークラブは、ジャクソンホールの病院で働いていたある人物の行動がなければ、パートナーになることはな

かったかもしれません。このパートナーシップがもたらした成果は非常に大きく、南アフリカの 11の学校で 54万米ドルを

かけた施設の大改修が行われ、これによって毎年 7,200人以上の生徒が恩恵を受けています。 

（2023年１2月、ニュース・特集記事ページより） 

 

➢ 安全な水とワクチン投与を通じてパキスタンでのポリオ根絶を目指す 

パキスタンでは、地域によって劣悪な衛生状態が続いており、正式な医療サービスがなく、飲料水も不足しています。水

を媒介とする伝染病の多くは、不潔で汚染された水を介して伝染し、人びとの生命を脅かしています。 

（2023年 11月、ロータリーボイスより） 

 

➢ ネパール先住民居住区での持続可能な農村開発 

ある日、友人になった村人から自宅に招かれ、チア（お茶）をご馳走になっていると、友人の娘が大きな水がめを抱えて帰

って来ました。学校へ行かないのかとラメッシュさんが聞くと、3年生までは通ったけれど、今は毎日谷底まで往復３時間

かけて水汲みに行っていると言います。何とかしてあげたいと思ったラメッシュさんがクラブの仲間に相談すると、会員た

ちは、チプチプ村に飲料水の設備を設置することに賛同し、グローバル補助金を活用したプロジェクトを実施したいと考

えました。 

（2023年 11月、ロータリーボイスより） 

 

➢ 小さなクラブが実現させた大規模な水プロジェクト 

アンデス山脈の高地にある先住民コミュニティは、10年以上もの間、安全な飲み水を待ち望んでいました。  

地元の水道局と協力して計画を立てたものの、実行に移すための資金がありませんでした。そんな折、初めてグローバル

補助金を申請することに関心を寄せている新しいロータリークラブと出会いました。  

（2023年 7月、ニュース・特集記事ページより） 

 

➢ 分断された国民がロータリーの水プロジェクトでつながる 

とあるレバノン北部の学校で、生徒たちが水道の蛇口から水を飲み、洗面台で手を洗うために列を作っています。水の多

くを供給する雪化粧の山々からそう遠くはありませんが、かつてこの地の生徒たちにとって、それは稀で贅沢なことでし

た。  

 （2023年 2月、ニュース・特集記事ページより） 

 

➢ トイレは命を救う 

きれいで安全なトイレを使えるのは日本では普通のことですが、世界にはトイレが使えずに屋外で排泄する人が数百万

人おり、それが原因となって感染症で毎日何千人もの子どもが命を落としています。毎年 11月 19日、国連によって定

められた「世界トイレの日」には、トイレの大切さを認識し、安全な衛生設備が使えない数十億もの人びとに関する理解を

深め、行動を起こすことが呼びかけられています。 

（2022年 11月、ロータリーボイスより） 

 

https://www.rotary.org/ja/audacious-request-transforms-south-african-schools
https://rotaryblogja.org/2023/11/06/%E5%AE%89%E5%85%A8%E3%81%AA%E6%B0%B4%E3%81%A8%E3%83%AF%E3%82%AF%E3%83%81%E3%83%B3%E6%8A%95%E4%B8%8E%E3%82%92%E9%80%9A%E3%81%98%E3%81%A6%E3%83%91%E3%82%AD%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%81%A7%E3%81%AE/
https://rotaryblogja.org/2023/10/30/%e3%83%8d%e3%83%91%e3%83%bc%e3%83%ab%e5%85%88%e4%bd%8f%e6%b0%91%e5%b1%85%e4%bd%8f%e5%8c%ba%e3%81%a7%e3%81%ae%e6%8c%81%e7%b6%9a%e5%8f%af%e8%83%bd%e3%81%aa%e8%be%b2%e6%9d%91%e9%96%8b%e7%99%ba/
https://www.rotary.org/ja/small-rotary-club-ecuadors-andes-delivers-big-water-project
https://www.rotary.org/ja/lebanons-rotary-clubs-unite-divided-nation-around-water-project
https://rotaryblogja.org/2022/11/15/%e3%83%88%e3%82%a4%e3%83%ac%e3%81%af%e5%91%bd%e3%82%92%e6%95%91%e3%81%86/
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➢ アカ族の人たちにトイレを 

私たち原町中央ロータリークラブ（福島県南相馬市）では、2020年よりタイ北部の少数民族アカ族のためにトイレを設

置する活動を行っています。  

（2022年 3月、ロータリーボイスより） 

 

■ Rotary ニュース・特集記事ページは≫こちら  ■ Rotary Voiceページ（日本語）は≫こちら 

 

< 映像資料 > 

➢ Reエクアドル：安全な水プロジェクト (1:1) 

ロータリー財団のグローバル補助金第 GG2126592号の支援を受け、エクアドルのボリバルにあるグアランダ・ロータリ

ークラブの会員は、ヴェルバート・ロータリークラブ（ドイツ）と協力し、コチャンパンバの住民に安全な水を提供するための

水システムを支援しました。   

 [日本語字幕、50秒] 

 

➢ ジャック・シム（世界トイレ機関、創設者兼ディレクター） 

World Toilet Organization（世界トイレ機関）の創設者兼ディレクターで、シンガポール・ロータリークラブ会員でもあ

るジャック・シムさんが、安全な水と衛生のために世界各地で活動するロータリー会員を称えました。   

 [日本語、13分 33秒] 

 

➢ Rotary Provides Water, Sanitation and Hygeine 

安全な水と衛生設備をより多くの人々に提供するために、ロータリーが地元でどのような支援を行っているかを紹介して

います。   

 [日本語字幕、1分 39秒] 

 

➢ 安全な水と衛生設備へのアクセスを生むために 

安全な水と衛生設備が利用できるようになれば、水を介した伝染病が減り、子どもたちが元気に学校に通い、母親たちが

水運びに時間を費やさずに家族の世話をすることができます。 

[日本語字幕、36秒] 

 

➢ A New Plan for Clean Water in Haiti 

最初の 15年間は配置中の地域社会に井戸や手動式ポンプを設置しました。 

苦戦する中で当時のベストプラクティスは地域社会の動員でした。 

[日本語字幕、２分 01秒]  

 

■ Rotary YouTubeページは≫こちら  

■利用規約は≫ こちら 

 
国際ロータリー日本事務局 業務推進室 

108-0073 東京都港区三田 1丁目 4-28 三田国際ビル 24Ｆ  

Tel: 03-5439-5802 /Fax: 03-5439-0405 /Email:rijpnpi@rotary.org 

https://rotaryblogja.org/2022/03/28/%e3%82%a2%e3%82%ab%e6%97%8f%e3%81%ae%e4%ba%ba%e3%81%9f%e3%81%a1%e3%81%ab%e3%83%88%e3%82%a4%e3%83%ac%e3%82%92/#more-8491
https://www.rotary.org/ja/news-features
https://rotaryblogja.wordpress.com/
https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/asset?id=143889041&lang=JA
https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/asset?id=143889041&lang=JA
https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/asset?id=159251306&lang=JA
https://brandcenter.rotary.org/ja-jp/asset?id=159251306&lang=JA
https://youtu.be/pt4cC1KDfD4
https://youtu.be/pt4cC1KDfD4
https://www.youtube.com/watch?v=EWKh1JMJoaA
https://www.youtube.com/watch?v=rcu0Li29Vos
https://www.youtube.com/user/RotaryInternational
https://my.rotary.org/ja/rotary-international-website-terms-use
mailto:rijpnpi@rotary.org

